吹田市 (すいたし)社会 (しゃかい)福祉審 (ふくししん)議会 (ぎかい)
■令和 (れいわ)８年度 (　ねんど)第１回 (だい　かい)　障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)
日時 (にちじ)：令和 (れいわ)８年 (　　ねん)（2026年 (ねん)）６月 (　　がつ)23日 (にち)（火曜日 (かようび)）午後 (ごご)３時 (　じ)から５時 (　じ)まで
場所 (ばしょ)：吹田 (すいた)市立 (しりつ)千里 (せんり)市民 (しみん)センター (せんたー)　大ホール (だいほーる)
出席者 (しゅっせきしゃ)：竹 (たけ)端 (ばた)委員 (いいん)、松岡 (まつおか)委員 (いいん)、佐中 (さなか)委員 (いいん)、西岡 (にしおか)委員 (いいん)、長井 (ながい)委員 (いいん)、水谷 (みずたに)委員 (いいん)、西村 (にしむら)委員 (いいん)、冨士 (ふじ)野 (の)委員 (いいん)、
楠 (くす)委員 (いいん)、川本 (かわもと)委員 (いいん)、利 (かが)田 (た)委員 (いいん)、大江 (おおえ)委員 (いいん)、近藤 (こんどう)委員 (いいん)、野口 (のぐち)委員 (いいん)、白川 (しらかわ)委員 (いいん)、大谷 (おおたに)委員 (いいん)、
小澤 (おざわ)委員 (いいん)
以上 (いじょう)17名 (めい)
次第 (しだい)：議題 (ぎだい)
[bookmark: _Hlk207874628]１　諮問書 (しもんしょ)の交付 (こうふ)
２　【質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)】
計画 (けいかく)施策 (しさく)体系 (たいけい)案 (あん)・骨子 (こっし)案 (あん)審議 (しんぎ)
①計画 (けいかく)策定 (さくてい)到達点 (とうたつてん)
[bookmark: _Hlk234854285]②（仮称 (かしょう)）吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)推進 (すいしん)計画 (けいかく)骨子 (こっし)案 (あん)
③第１回 (だい　かい)計画 (けいかく)策定 (さくてい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)グループワーク (ぐるーぷわーく)意見 (いけん)要約 (ようやく)（施策分 (しさくぶん)野別 (やべつ)）
３　【グループワーク (ぐるーぷわーく)】
テーマ (てーま)１：施策 (しさく)分野 (ぶんや)1から4までについて
テーマ (てーま)２：施策 (しさく)分野 (ぶんや)5から7までについて
テーマ (てーま)３：施策 (しさく)分野 (ぶんや)8から10までについて

会議 (かいぎ)の経過 (けいか)

福祉 (ふくし)部長 (ぶちょう)の挨拶 (あいさつ)

　　　１　諮問書 (しもんしょ)の交付 (こうふ)

２　【質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)】
計画 (けいかく)施策 (しさく)体系 (たいけい)案 (あん)・骨子 (こっし)案 (あん)審議 (しんぎ)
①計画 (けいかく)策定 (さくてい)到達点 (とうたつてん)
②（仮称 (かしょう)）吹田市 (すいたし)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)推進 (すいしん)計画 (けいかく)骨子 (こっし)案 (あん)
③第１回 (だい　かい)計画 (けいかく)策定 (さくてい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)グループワーク (ぐるーぷわーく)意見 (いけん)要約 (ようやく)（施策分 (しさくぶん)野別 (やべつ)）

上記 (じょうき)議題 (ぎだい)に関する (かん　　　　)質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)は無 (な)し

３　【グループワーク (ぐるーぷわーく)】
　今回 (こんかい)の専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)では、４つの班 (はん)（A (えー)からD (でぃー)班 (はん)）に分かれて (わ　　　)、「テーマ (てーま)１：施策 (しさく)分野 (ぶんや)1から4までについて」、「テーマ (てーま)２：施策 (しさく)分野 (ぶんや)5から7までについて」、「テーマ (てーま)３：施策 (しさく)分野 (ぶんや)8から10までについて」という３つのテーマ (てーま)でグループワーク (ぐるーぷわーく)を実施 (じっし)しました。以下 (いか)に各グループ (かくぐるーぷ)から出た (で　)意見 (いけん)について、議事 (ぎじ)要旨 (ようし)として記載 (きさい)します。4つの班 (はん)から出た (で　)グループワーク (ぐるーぷわーく)の意見 (いけん)を、10の施策 (しさく)分野 (ぶんや)ごとにまとめました。

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)1　相談 (そうだん)支援 (しえん)
・どのような人材 (じんざい)が不足 (ふそく)しているかの把握 (はあく)、事業所 (じぎょうしょ)情報 (じょうほう)のシステム化 (しすてむか)、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の役割 (やくわり)を明確化 (めいかくか)
・相談 (そうだん)支援 (しえん)の担い手 (にな　　　て)の増加 (ぞうか)と質 (しつ)の向上 (こうじょう)、専門性 (せんもんせい)の確保 (かくほ)が課題 (かだい)
・同じ (おな　　)障 (しょう)がいを持つ (も　　)人 (ひと)同士 (どうし)の交流 (こうりゅう)や、ピアサポーター (ぴあさぽーたー)の養成 (ようせい)・充実 (じゅうじつ)
・障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)受給者証 (じゅきゅうしゃしょう)を初めて (はじ　　　　)受け取る (う　と　)人 (ひと)へのわかりやすい説明 (せつめい)や、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の明確化 (めいかくか)、　　途切れない (とぎ　　　)支援 (しえん)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)2　育ち (そだ　　)・学び (まな　　)
・教育 (きょういく)委員会 (いいんかい)、学校 (がっこう)、福祉 (ふくし)事業所 (じぎょうしょ)の連携 (れんけい)や支援 (しえん)の方向性 (ほうこうせい)の一致 (いっち)、各機関 (かくきかん)の交流 (こうりゅう)の場 (ば)
・必要 (ひつよう)な子育て (こそだ　　)支援 (しえん)をどう選ぶ (えら　　)かや、進路 (しんろ)選択 (せんたく)が難しい (むずか　　　　　)
・親 (おや)同士 (どうし)のネットワーク (ねっとわーく)が弱体化 (じゃくたいか)していることにより情報 (じょうほう)が得にくく (え　　)なっている
・障 (しょう)がいへの理解 (りかい)啓発 (けいはつ)や、幼少期 (ようしょうき)から手話 (しゅわ)を学べる (まな　　　)機会 (きかい)の確保 (かくほ)
・支援 (しえん)学校 (がっこう)の教員 (きょういん)不足 (ぶそく)解消 (かいしょう)が急務 (きゅうむ)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)3　子供 (こども)から大人 (おとな)へのくらしのつながり
・18歳 (さい)到達 (とうたつ)時 (じ)に、それ以前 (いぜん)から利用 (りよう)していたサービス (さーびす)の継続性 (けいぞくせい)を維持 (いじ)するための情報 (じょうほう)の共有 (きょうゆう)
・支援 (しえん)学校 (がっこう)や高校 (こうこう)卒業 (そつぎょう)に伴う (ともな　　)保護者 (ほごしゃ)の働き方 (はたら　　　　かた)の変化 (へんか)（就労 (しゅうろう)制限 (せいげん)）への対応 (たいおう)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)4　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)
・ヘルパー (へるぱー)不足 (ぶそく)への対応 (たいおう)が急務 (きゅうむ)
・重度障 (じゅうどしょう)がいや強度行動障 (きょうどこうどうしょう)がいがある人 (ひと)が利用 (りよう)できるグループホーム (ぐるーぷほーむ)や居場所 (いばしょ)の不足 (ふそく)
・障 (しょう)がい者 (しゃ)スポーツ (すぽーつ)の専門 (せんもん)部署 (ぶしょ)の設置 (せっち)や、電動車 (でんどうくるま)いすでできるスポーツ (すぽーつ)などの情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)、指導員 (しどういん)の養成 (ようせい)
・人生 (じんせい)の彩り (いろど　　)としての余暇 (よか)支援 (しえん)が必要 (ひつよう)
・公共 (こうきょう)トイレ (といれ)の充実 (じゅうじつ)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)5　住まい (す　　)・生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)
・グループホーム (ぐるーぷほーむ)不足数 (ふそくすう)の把握 (はあく)、増設 (ぞうせつ)を阻む (はば　　)原因 (げんいん)の分析 (ぶんせき)、開設 (かいせつ)要件 (ようけん)の緩和 (かんわ)、親 (おや)なきあとや高齢化 (こうれいか)を　見据えた (みす　　　)くらしの場 (ば)の整備 (せいび)
・歩道 (ほどう)の段差 (だんさ)・坂道 (さかみち)への配慮 (はいりょ)、無人 (むじん)駅 (えき)でのサポート (さぽーと)、鉄道 (てつどう)会社 (がいしゃ)による音声 (おんせい)文字化 (もじか)アプリ (あぷり)の導入 (どうにゅう)など

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)6　就労 (しゅうろう)
・就労 (しゅうろう)選択 (せんたく)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)と周知 (しゅうち)、行政 (ぎょうせい)主導 (しゅどう)の公的 (こうてき)ネットワーク (ねっとわーく)の構築 (こうちく)
・就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)B (びー)型 (がた)事業所 (じぎょうしょ)の工賃 (こうちん)アップ (あっぷ)や、支援員 (しえんいん)のモチベーション (もちべーしょん)維持 (いじ)
・在宅 (ざいたく)ワーク (わーく)の充実 (じゅうじつ)や、65歳 (さい)以上 (いじょう)の就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)B (びー)型 (がた)の利用 (りよう)継続 (けいぞく)、キャリア (きゃりあ)教育 (きょういく)の強化 (きょうか)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)7　意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)・権利 (けんり)擁護 (ようご)
・手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)の確保 (かくほ)・養成 (ようせい)、待遇 (たいぐう)改善 (かいぜん)、市 (し)独自 (どくじ)の派遣 (はけん)制度 (せいど)の見直し (みなお　　)や病院 (びょういん)への設置 (せっち)、市 (し)職員 (しょくいん)による　手話 (しゅわ)の実践 (じっせん)
・触手話 (しょくしゅわ)などニーズ (にーず)の少ない (すく　　　　)支援 (しえん)への対応 (たいおう)や、外国人障 (がいこくじんしょう)がい者 (しゃ)への窓口 (まどぐち)対応 (たいおう)のための環境 (かんきょう)整備 (せいび)
・成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の周知 (しゅうち)と使いやすさ (つか　　　　　　　)の向上 (こうじょう)
・虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)や金銭 (きんせん)管理 (かんり)の支援 (しえん)
・AI (えーあい)ロボット (ろぼっと)の活用 (かつよう)やスマートグラス (すまーとぐらす)の支給 (しきゅう)など、デジタル (でじたる)技術 (ぎじゅつ)を活用 (かつよう)した支援 (しえん)への期待 (きたい)


〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)8　防災 (ぼうさい)・防犯 (ぼうはん)
・個別 (こべつ)避難 (ひなん)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)と事業所 (じぎょうしょ)・家庭 (かてい)での共有 (きょうゆう)、要援護者 (ようえんごしゃ)リスト (りすと)の有効 (ゆうこう)活用 (かつよう)が課題 (かだい)
・災害 (さいがい)時 (じ)だけではなく平時 (へいじ)からの顔 (かお)の見える (み　　)関係づくり (かんけい　　　　　　　)、地域 (ちいき)単位 (たんい)での防災 (ぼうさい)対策 (たいさく)
・学校 (がっこう)での障 (しょう)がい特性 (とくせい)の学習 (がくしゅう)、防災 (ぼうさい)ハンドブック (はんどぶっく)の配布 (はいふ)、災害 (さいがい)時 (じ)の正しい (ただ　　　　)情報 (じょうほう)の見方 (みかた)の周知 (しゅうち)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)9　人材 (じんざい)確保 (かくほ)・育成 (いくせい)・サービス (さーびす)質 (しつ)向上 (こうじょう)
・給与 (きゅうよ)アップ (あっぷ)、家賃 (やちん)補助 (ほじょ)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)の採用 (さいよう)コスト (こすと)への補助 (ほじょ)など、確保 (かくほ)・定着 (ていちゃく)に向けた (む　　)経済的 (けいざいてき)支援 (しえん)
・福祉 (ふくし)の仕事 (しごと)の魅力 (みりょく)発信 (はっしん)（小学校 (しょうがっこう)との連携 (れんけい)）、インターンシップ (いんたーんしっぷ)の充実 (じゅうじつ)、介護 (かいご)従事者 (じゅうじしゃ)の社会的 (しゃかいてき)な地位 (ちい)の向上 (こうじょう)
・夜間 (やかん)介護 (かいご)などにおけるロボット (ろぼっと)や外国 (がいこく)人材 (じんざい)の活用 (かつよう)

〇施策 (しさく)分野 (ぶんや)10　障 (しょう)がい理解 (りかい)促進 (そくしん)・差別 (さべつ)解消 (かいしょう)
・合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の具体的 (ぐたいてき)なQ (きゅー)& (あんど)A (えー)の作成 (さくせい)、福祉 (ふくし)教育 (きょういく)の義務化 (ぎむか)、外 (そと)から見えにくい (み　　　　)障 (しょう)がい（精神障 (せいしんしょう)がい　など）への理解 (りかい)促進 (そくしん)
・障 (しょう)がい理解 (りかい)促進 (そくしん)のため、一般 (いっぱん)市民 (しみん)・子供向け (こどもむ　　)イベント (いべんと)の充実 (じゅうじつ)、謎解き (なぞと　　)イベント (いべんと)などの継続 (けいぞく)を希望 (きぼう)
・複数 (ふくすう)の属性 (ぞくせい)（女性 (じょせい)・外国人 (がいこくじん)・障 (しょう)がいなど）が重 (かさ)なり合 (あ)うことにより、独自 (どくじ)の不平等 (ふびょうどう)が生まれる (う　　　)という、交差性 (こうさせい)への目配 (めくば)りが必要 (ひつよう)

〇その他 (　　　　　ほか)
・全体 (ぜんたい)を通して (とお　　　　)、障 (しょう)がいの特性 (とくせい)を知る (し　)ことが最も (もっと　　　)重要 (じゅうよう)であり、それを基本 (きほん)目標 (もくひょう)に盛り込ん (も　こ　)でほしい


事務局 (じむきょく)から連絡 (れんらく)事項 (じこう)

【事務局 (じむきょく)】
今年度 (こんねんど)の障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)は、全4回 (ぜん　　かい)の開催 (かいさい)を予定 (よてい)。第2回 (だい　　かい)については、令和 (れいわ)8年 (ねん)（2026年 (ねん)）8月 (がつ)25日 (にち)（火曜日 (かようび)）に開催 (かいさい)予定 (よてい)。詳細 (しょうさい)が決 (き)まり次第 (しだい)お知 (　し)らせする。


以上 (いじょう)


6

